大阪府進学指導特色校評価審議会　設置要項

　 

（目的）

第１条　進学指導特色校の評価を行うに当たり、教育に関する学識経験や、国際的見地、人材育成の観点を有する知見の活用を図るため、大阪府進学指導特色校評価審議会（以下「審議会」という。）を設置する。
　 

（職務）
第２条　委員は、大阪府教育委員会の求めに応じ、進学指導特色校の取組等に対する評価について調査審議を行い、その改善・充実に向けて意見を述べるものとする。

（組織）

第３条　審議会は、別表に掲げる委員をもって組織する。

２　委員の任期は、委嘱日から平成２６年８月３１日までとする。ただし、欠員が生じた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（会長）

第４条　審議会に会長を置き、会長は委員の互選により定める。 

２　会長は、審議会を代表し、審議会の会議の議長となる。
３　会長に事故があるときは、会長があらかじめ指名する委員が、その職務を代理する。

（会議）

第５条　審議会の会議は、会長が招集する。
２　審議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。

３　審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
（報酬）

第６条　委員の報酬の額は、日額８，２００円とする。

２　前項の報酬は、出席日数に応じて、その都度支給する。

（費用弁償）

第７条　委員には、会議出席に要した実費を弁償する。

２　前項の実費弁償の支給についての路程は、委員の住所地の市町村から起算する。

３　前項の実費弁償は、出席日数に応じて、その都度支給する。
（庶務）

第８条　審議会の庶務は、大阪府教育委員会事務局教育振興室高等学校課において処理する。
（その他）

第９条　この要項に定めるもののほか、審議会に関し必要な事項は、会長が別途定めるものとする。 
附　則

　この要項は、平成２５年１月２８日から施行する。
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